
 

新
春
の

　 

ご
あ
い
さ
つ

　

公
益
財
団
法
人

　
　

香
川
県
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

会　

長　
　

岡
村　

隆
次

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

令
和
六
年
の
新
春
を
穏
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
拝
察
し
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
三
年
余
り
に
及
ん
だ
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
収
束
し
、
当
連

合
会
の
各
種
活
動
も
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状

態
に
戻
り
ま
し
た
。
各
加
盟
団
体
に
お

か
れ
ま
し
て
も
行
事
が
復
活
す
る
な
ど
、

よ
う
や
く
以
前
の
日
常
を
取
り
戻
せ
た

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
八
日
に
は
第
五
十
四
回

の
香
川
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
が
多

数
の
会
員
参
加
の
も
と
に
、
丸
亀
市
綾

歌
総
合
文
化
会
館
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
非
常
に
喜
ば

し
い
こ
と
で
し
た
。

　

各
団
体
の
役
員
の
方
々
を
は
じ
め
会

員
の
皆
様
方
、
ま
た
大
会
を
陰
で
支
え

て
下
さ
っ
た
関
係
団
体
の
皆
様
方
に
は
、

そ
の
ご
尽
力
に
よ
り
行
事
が
成
功
裏
に

終
え
ら
れ
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
改

め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
十
一
月
八
日
に
同
じ
く
丸
亀

市
の
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
、
中
・

四
国
各
県
か
ら
約
五
百
人
の
方
々
を
お

迎
え
し
て
、
第
四
十
八
回
中
・
四
国
身

体
障
害
者
福
祉
大
会
（
か
が
わ
大
会
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
同
大
会
は
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
中
止
や
書
面
開
催
が
続
き
、

現
地
開
催
に
な
る
の
は
五
年
ぶ
り
で
す
。

　

私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の
大
会

を
是
非
成
功
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
役
員
の
方
々
を
は
じ
め

会
員
の
皆
様
、
関
係
団
体
の
皆
様
に
は
、

い
ろ
い
ろ
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
際
は
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
今
年

四
月
か
ら
第
七
期
の
「
か
が
わ
障
害

者
プ
ラ
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ

の
プ
ラ
ン
は
第
六
期
プ
ラ
ン
を
見
直
し
、

新
た
な
課
題
へ
の
対
応
を
盛
り
込
み
、

県
の
障
害
者
施
策
を
総
合
的
・
計
画
的

に
推
進
し
、
障
害
の
あ
る
な
し
に
よ
っ

て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
互
い

に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
と

も
に
笑
顔
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
香
川

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
行
政
の
動
き
に
対
し

て
、
単
に
受
け
流
す
の
で
は
な
く
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
と
意
識

を
も
っ
て
、
当
連
合
会
に
お
け
る
活
動

を
通
し
て
、
行
政
と
も
連
携
し
て
障
害

者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
目
指

し
努
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
冬
は
暖

冬
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
寒
い
日

が
続
き
ま
す
の
で
、
お
体
に
は
十
分
ご

留
意
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

厳
し
い
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、
令

和
六
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
希
望

の
持
て
る
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

謹
ん
で

　
新
年
の
お
慶
び
を

 

申
し
上
げ
ま
す
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こ
の
後
、
永
年
、

身
体
障
害
者
福
祉

の
増
進
に
功
績
の

あ
っ
た
更
生
援

護
功
労
者
（
十
一

名
）、
自
立
更
生
努

力
者
（
六
名
）、
協

助
者
（
二
名
）
の

方
に
対
し
、
香
川

県
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
会
長
表
彰
が

が
伝
達
さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
綾
川

町
の
金
滝
隆
三
氏
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ご
来
賓
の
皆
様
を
代
表
し
て
県

知
事
、
県
議
会
議
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
続
い
て
祝
電
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
く
議
事
で
は
、
議
長
に
選
出

さ
れ
た
別
府
大
会
副
会
長
、
高
橋
大
会
副

会
長
の
進
行
に
よ
り
、
長
尾
理
事
の
朗
読

に
よ
る
大
会
宣
言
（
案
）
及
び
赤
山
理
事

の
朗
読
に
よ
る
大
会
決
議
（
案
）
が
提
案

さ
れ
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

第
五
十
四
回

　
香
川
県
身
体
障
害
者

�
福
祉
大
会
開
催

　

昨
年
十
二
月
八
日
（
金
）　

丸
亀
市
綾

歌
総
合
文
化
会
館
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
に
お
い

て
、
第
五
十
四
回
香
川
県
身
体
障
害
者
福

祉
大
会
が
会
員
約
二
百
二
十
人
を
集
め
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

別
府
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
に
始
ま

り
、
君
が
代
斉
唱
、
身
体
障
害
者
福
祉
関

係
物
故
者
へ
の
黙
と
う
の
後
、
岡
村
大
会

会
長
か
ら
、
開
催
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

1��更生援護功労者�（11名）
氏　　名 所　　属

岩　﨑　正　子 丸 亀 市

柿　本　宗　晴 観 音 寺 市

古　川　正　和 東 か が わ 市

岡　田　雅　夫 東 か が わ 市

江　岡　　　覚 小 豆 郡 土 庄 町

森　下　安　博 小 豆 郡 小 豆 島 町

冨　田　榮美子 木 田 郡 三 木 町

金　滝　隆　三 綾 歌 郡 綾 川 町

小　林　孝　子 仲多度郡多度津町

室　崎　若　子 視覚障害者福祉協会

猿　渡　敬　徳 喉 友 会

2��自立更生努力者（6名）
氏　　名 所　　属

小　西　重　信 坂 出 市

西　田　　　功 坂 出 市

三　谷　豊　和 さ ぬ き 市

眞　鍋　幸　子 三 豊 市

曽　川　貴美子 三 豊 市

福　崎　和　義 腎 臓 病 協 議 会

3��協助者（2名）
氏　　名 所　　属

片　山　鈴　子 丸 亀 市

岩　田　幸　子 丸 亀 市

第53回香川県身体障害者福祉大会
香川県身体障害者団体連合会会長表彰
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大
会
宣
言

　

障
害
者
差
別
解
消
法
が
改
正
さ
れ
、
事

業
者
に
対
し
て
、
障
害
を
理
由
と
す
る
不

当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
に
加
え
、
令

和
六
年
四
月
か
ら
は
、「
障
害
者
へ
の
合

理
的
配
慮
の
提
供
」
す
な
わ
ち
「
障
害
者

の
活
動
を
妨
げ
る
社
会
的
な
バ
リ
ア
を
取

り
除
く
た
め
に
必
要
か
つ
合
理
的
な
配
慮

を
講
ず
る
こ
と
」
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
一
層
の
解

消
を
図
る
た
め
、
法
の
円
滑
な
運
用
に
向

け
て
は
、
行
政
に
よ
る
広
報
・
啓
発
の
徹

底
は
も
と
よ
り
、
我
わ
れ
一
人
ひ
と
り
が

し
っ
か
り
と
意
識
を
も
っ
て
そ
の
発
信
者

と
な
り
、
社
会
全
体
の
理
解
を
深
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

当
連
合
会
は
、
設
立
以
来
、
障
害
者
の

自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
目
指
し
て
活

動
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
互

い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
あ
い
な
が
ら

共
生
で
き
る
地
域
社
会
が
実
現
さ
れ
る
よ

う
、
行
政
と
連
携
し
て
、
努
力
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
日
、
県
内
各
地
か
ら
、
身
体
障
害
者

及
び
関
係
者
約
三
百
人
が
一
堂
に
会
し
、

こ
こ
「
丸
亀
市
綾
歌
総
合
文
化
会
館
ア
イ

レ
ッ
ク
ス
」
に
お
い
て
、
第
54
回
香
川
県

身
体
障
害
者
福
祉
大
会
を
開
催
で
き
た
こ

と
は
、
誠
に
意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
、
大

会
開
催
に
当
た
り
、
関
係
機
関
、
関
係
団

体
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
支
援
と
ご

協
力
に
対
し
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
大
会
を
契
機
と
し
、

改
め
て
、
会
員
の
力
を
結
束
し
、
全
て
の

県
民
が
相
互
に
支
え
合
い
な
が
ら
共
に
生

き
生
き
と
暮
ら
せ
る
郷
土
の
実
現
を
目
指

し
、
一
致
団
結
し
て
力
強
く
行
動
す
る
こ

と
を
誓
い
、
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

�

令
和
五
年
十
二
月
八
日　
　

大
会
決
議

一�

、
身
体
障
害
者
団
体
が
今
後
も
公
益
活

動
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
支
援
を
要
望

す
る
。

一�

、
よ
り
積
極
的
な
障
害
者
雇
用
を
要
望

す
る
。

一�

、
災
害
時
に
お
け
る
障
害
者
等
の
避
難

行
動
要
支
援
者
対
策
の
早
急
な
対
応
を

要
望
す
る
。

一�

、
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
積
極
的

な
助
成
を
要
望
す
る
。

一�

、
身
体
障
害
者
の
社
会
参
加
促
進
の
た

め
、
移
動
に
対
す
る
助
成
の
拡
充
を
要

望
す
る
。

一�

、
障
害
者
を
対
象
と
す
る
医
療
費
助
成

制
度
の
拡
充
を
要
望
す
る
。

一�

、
事
業
者
に
よ
る
障
害
者
へ
の
合
理
的

配
慮
の
提
供
の
義
務
化
に
つ
い
て
広

報
・
啓
発
の
徹
底
を
要
望
す
る
。

�

令
和
五
年
十
二
月
八
日　
　

　

議
事
終
了
後
、
芸
能
発
表
が
行
わ
れ
、

観
音
寺
市
身
体
障
害
者
協
会
の
こ
す
も
す

の
会
と
丸
亀
市
身
体
障
害
者
福
祉
連
合
会

の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
皆
様
が
、
そ
れ
ぞ
れ

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、

見
事
な
コ
ー
ラ
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
さ
ぬ
き
市
身
体
障
害
者
団
体
連

合
会
の
歌
謡
芝
居
「
梅
川
」
が
上
演
さ
れ

ま
し
た
。
少
数
精
鋭
三
名
に
よ
る
上
演
で

し
た
が
、
そ
の
熱
演
に
会
場
が
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
高
橋
大
会
副
会
長
か
ら
閉
会
の

言
葉
が
あ
り
、
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
大
会
の
開
催
に
は
、
開
催
経

費
の
一
部
に
香
川
県
共
同
募
金
の
助
成

金
が
充
て
ら
れ
る
と
と
も
に
、
株
式
会
社

百
十
四
銀
行
と
株
式
会
社
香
川
銀
行
の
ご

協
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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「
夢
を
捨
て
な
い
。」
と
い
う
こ
と
を
自

身
を
も
っ
て
体
現
し
た
姿
勢
に
、
参
加
者

一
同
に
感
動
と
希
望
を
与
え
る
講
演
で
し

た
。

　

次
に
宇
和
島
市
相
談
員
の
川
崎
氏
か
ら

は
、
市
立
歴
史
資
料
館
等
の
改
修
に
際
し

障
害
者
へ
の
配
慮
を
求
め
て
、
ス
ロ
ー
プ
、

ト
イ
レ
改
修
等

を
実
現
し
た
事
例

が
、
西
条
市
相
談

員
の
越
智
氏
か
ら

は
、
障
害
者
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
ト
ラ

ブ
ル
と
解
決

事
例
に
つ
い

て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た

相
談
員
の
積

極
的
な
活
動

報
告
は
非
常

に
参
考
と
な

る
も
の
で
し

た
。身

体
障
害
者
相
談
員
等

�

ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会
開
催

　

香
川
県
身
体
障
害
者
相
談
員
を
対
象
と

し
た
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
研
修
会
を
昨
年
十
月

二
十
四
日
に
高
松
市
内
（
東
Ｂ
）、
十
一

月
八
日
に
丸
亀
市
内
（
西
Ｂ
）
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

相
談
員
等
合
わ
せ
て
約
四
十
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
、
香

川
県
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課
職
員

か
ら
「
日
常
生
活
支
援
事
業
」
と
「
成
年

後
見
制
度
」
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
少
子
、
高
齢
化
に
伴

い
独
居
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
加

齢
等
に
よ
る
認
知
機
能
の
低
下
に
伴
い
自

立
し
て
の
生
活
に
困
難
を
感
じ
た
り
、
不

安
を
持
つ
人
が
増
加
し
て
い
る
実
情
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
日
常
生
活
で
の
金
銭
管
理
等
（
買

い
物
や
現
金
収
支
の
手
続
き
）
が
十
分
に

で
き
な
く
な
る
場
合
や
、
現
に
管
理
に
困

難
が
生
じ
て
い
る
場
合
も
あ
り
消
費
者
被

害
や
詐
欺
等
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
に
は
、
通
常
の
介
護

（
支
援
）
制
度
で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
こ
の
点
を
社
会
福
祉
協
議
会
が
実

施
し
て
い
る
事
業
で
対
応
が
可
能
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
、
具
体
的
な
要
件
や
、

各
社
協
で
の
支
援
契
約
を
行
う
上
で
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
認
知
症
等
が
進
行
し
自
立
し
て

の
生
活
が
困
難
と
な
り
、
生
活
支
援
等
の

契
約
等
が
困
難
な
場
合
に
は
、
成
年
後
見

制
度
の
活
用
に
向
け
て
の
支
援
制
度
も
あ

る
こ
と
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
高
齢
化
や
身
体
等
の
機
能
低
下

等
で
、
様
々
な
困
難
が
生
じ
ま
す
が
、
各

制
度
を
活
用
し
、
安
心
し
た
生
活
を
送
り

た
い
も
の
で
す
。

　

今
回
の
研
修
は
、
日
常
生
活
に
直
結
し

た
も
の
で
、
相
談
員
に
は
大
変
参
考
と
な

る
内
容
で
し
た
。

第
二
十
四
回
中・四
国
ブ
ロ
ッ
ク

身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会

��

（
愛
媛
県
）

　

令
和
五
年
十
月
五
日
に
標
記
研
修
会
が

松
山
市
県
民
文
化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
、

本
県
よ
り
十
一
名
（
全
体
で
は
、
百
十
七

名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
愛
媛
県
盲
ろ
う
者
友
の
会
会
長

の
高
橋
信
行
氏
（
県
立
松
山
盲
学
校
教

員
）
か
ら
講
演
が
あ
り
、
全
盲
難
聴
の
障

害
を
克
服
し
て
、
愛
媛
大
学
大
学
院
博
士

課
程
を
修
了
し
、
情
報
処
理
工
学
を
修
め

て
、
現
在
は
、
教
鞭
を
と
り
つ
つ
、
新
し

い
視
野
欠
損
発
見
シ
ス
テ
ム
等
の
開
発
に

尽
力
し
て
い
る
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
橋
氏
は
、
高
校
時
代
の
中
途
で
の
失

明
で
あ
り
、
失
明
当
初
は
、
健
常
者
当

時
の
感
覚
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
障
害

者
と
な
っ
た
状
況
に
、
絶
望
感
、
葛
藤
を

抱
き
苦
し
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
盲

学
校
で
優
れ
た
恩
師
に
出
会
っ
た
こ
と
で
、

自
身
の
可
能
性
を
信
じ
前
向
き
に
な
れ
た

こ
と
、
ま
た
、
生
き
る
上
で
学
ぶ
こ
と
を

含
め
、
困
難
に
対
し
て
、
創
意
・
工
夫
に

よ
り
克
服
し
て
き
た
こ
と
等
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

更
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
、
音

楽
、
釣
り
等
に
も
挑
戦
し
、
英
語
も
Ｐ

Ｃ
等
を
活
用
し
て
独
学
で
学
ん
だ
ほ
か

五
十
一
歳
で
、
情
報
工
学
の
博
士
号
を
取

得
し
ま
し
た
。

東ブロック西ブロック
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女
性
部
全
体
地
域
交
流
会

　

昨
年
十
月
十
日
（
火
）
に
令
和
五
年
度

女
性
部
全
体
地
域
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

初
め
に
女
性
部
の
竹
本
部
長
に
挨
拶
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
臨
床
心
理
士
の
岡
悦
子
氏
を

お
招
き
し
て
、
出
前
講
座
「
認
知
症
を
正

し
く
理
解
し
よ
う
」
～
豊
か
な
人
生
の
処

方
箋
～
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

軽
い
運
動
を
し
た
り
、
講
師
の
方
の
お

話
を
皆
さ
ん
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
た
り
聞

い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
勇
心
酒
造
の
商
品
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
さ
ぬ
き
市
と
綾
川
町
が
力

作
ぞ
ろ
い
の
手
作
り
作
品
を
多
数
持
ち
寄

り
、
鑑
賞
し
ま
し
た
。

丸
亀
市
障
が
い
者

�

ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

昨
年
十
月
二
十
八
日
（
土
）
に
令
和
五

年
度
丸
亀
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

丸
亀
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
種
目
と
し
て
、
お
な
じ
み
体
操
、

玉
入
れ
、
パ
ン
つ
か
み
競
争
、
お
す
わ
り

新
聞
玉
入
れ
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
楽
し
く
競
技
に
参
加
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
は
グ
ー
、
チ
ョ
キ
、

パ
ー
の
列
に
並
び
、
勝
っ
た
方
に
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

丸
亀
市
障
害
者
福
祉
連
合
協
会
会
長
で

あ
る
糸
川
会
長
が
閉
会
宣
言
を
し
て
終
了

し
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う

　
　
　 

ご
ざ
い
ま
す

　

本
連
合
会
理
事
の
近
藤
龍
治
氏

が
、
民
間
社
会
福
祉
団
体
功
労
に

よ
り
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
の
ご
尽
力
に
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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要
望
項
目

一
、
外
郭
団
体
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

一�

、
中
・
四
国
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
（
か

が
わ
大
会
）
の
支
援
に
つ
い
て

一�

、
各
市
町
身
体
障
害
者
団
体
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て

一�

、
障
害
者
用
駐
車
場
の
適
正
使
用
に
つ
い

て
一
、
積
極
的
な
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て

一�

、
災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
者
対
策
に
つ

い
て

一�

、
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
助
成
及
び

身
体
障
害
者
専
用
の
体
育
館
の
整
備
に

つ
い
て

一�

、
障
害
者
の
移
動
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
一
、
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

一�

、
共
生
社
会
実
現
に
向
け
た
広
報
・
啓
発

の
徹
底
に
つ
い
て

一
、
視
覚
障
碍
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

描
画（
イ
ラ
ス
ト
）

工
作（
幸
運
お
地
蔵
様
）

さぬき市　筒井　静子

さぬき市　三谷　豊和

さぬき市　女性部

会
員
文
芸
欄

★
募
集
し
ま
す
★

　

事
務
局
で
は
、会
員
の
方
の
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。作
品
分
野
は
、短
歌
、

俳
句
、川
柳
、絵
手
紙
等
で
す
。

　

応
募
は
、一
人
何
点
で
も
結
構
で
す
。

　

次
回
の
応
募
作
品
は
、次
号
に
掲
載

予
定
で
す
。

　
葉
書
に
、市
町
名
、氏
名
を
記
入
の
上
、

次
の
宛
先
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

　
皆
様
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

宛  

先

〒
７
６
０
‐
０
０
１
７

高
松
市
番
町
１
丁
目
10
番
35
号

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内

公
益
財
団
法
人　
　

　
香
川
県
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

令
和
六
年
度
香
川
県
障
害

福
祉
予
算
編
成
に
伴
う
要
望

　

香
川
県
の
来
年
度
予
算
編
成
に
合
わ

せ
、
障
害
者
施
策
に
対
す
る
要
望
を
取
り

ま
と
め
、
昨
年
九
月
十
五
日
の
理
事
会
で

決
定
の
上
、
十
月
十
日
に
、
知
事
あ
て
の

要
望
書
を
木
村
健
康
福
祉
部
長
に
、ま
た
、

県
議
会
議
長
あ
て
の
要
望
書
を
新
田
議
長

に
、
そ
れ
ぞ
れ
岡
村
会
長
か
ら
提
出
し
ま

し
た
。

（右）木村健康福祉部長（右）新田議長

手
芸（
お
雛
様
）
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特
別
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
令
和
五
年
十
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、

鹿
児
島
県
全
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
競
技
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

特
別
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

特別全国障害者スポーツ大会　成績
〈メダル獲得数〉

　金メダル　 12個
　銀メダル　 ７個
　銅メダル　 ６個
　合計　　　25個

競技名 選手名 種目名

陸　上
前田　梨里花

50ｍ
ソフトボール投

山田　　慎 1500ｍ

水　泳

菰渕　大城 25ｍ自由形
荒井　由真 25ｍ自由形

伊藤　宏太
50ｍ自由形
25ｍ自由形

卓　球
皆見　信博 一般卓球
田中　将哉 一般卓球

フライングディスク
小野　敬三

アキュラシー ディスリート･セブン
ディスタンス メンズ･シティング

橋本　拓巳 アキュラシー ディスリート･ファイブ

令和6年上期の主な行事予定
（令和６年1月～3月）

実施日 時　間 行　事　名　称 場　所
1.18（木） 14：30～ 中・四国ブロック身体障害者団体連絡協議会 徳 　 島 　 市
2.15（木） 13：30～ 香川県身体障害者相談員協議会理事会 7 F 第 二 中 会 議 室

3.１（金） 13：30～ 第3回理事会
第2回中・四国大会実行委員会 7 F 第 二 中 会 議 室

3.４（月） 13：30～ 女性部幹事会 6 F 第 一 研 修 室
3.11（月） 13：30～ スポーツ基金運営委員会 7 F 第 一 中 会 議 室
3.15（金） 13：30～ 第2回評議員会 7 F 第 二 中 会 議 室

（令和６年4月～6月）　
実　施　日 時　間 行　事　名　称 場　　所
5. 8（水） 13：30～ 女性部幹事会 6 F 第 一 研 修 室

5.17（金） 13：30～ 第１回理事会
第3回中・四国大会実行委員会 7 F 第 二 中 会 議 室

5.22（水） 第69回日本身体障害者福祉大会（いしかわ大会） 石 川 県 金 沢 市
6.14（金） 13：30～ 定時評議員会・第2回理事会 7 F 第 一 中 会 議 室
6.28（金） 13：30～ 香川県身体障害者相談員協議会総会・全体研修会 1 F ホ ー ル

特記
実　施　日 時　間 行　事　名　称 場　　所

11.8（金） 10：00～ 第48回中・四国身体障害者福祉大会（かがわ大会） 丸亀市綾歌総合文化会館
（ ア イ レ ッ ク ス ）

備考
① 今後、諸事情により、各行事の期日及び会場の変更、中止となる場合もあります。
②  令和6年5月22日開催の第69回日本身体障害者福祉大会（いしかわ大会）につきましては、各協会及び各自でご参加を検討いただ

きますようお願いします。参加申込等のご案内は、通知があり次第お知らせします。

道 し る べ（7）　令和6年1月1日 第 87 号



問　題

● ●けんしんれんクイズ（地理）

四国は、四方を瀬戸内海、豊後水道、太平洋、紀伊水道に囲まれ、
多くの景観に富んだ岬がありますが、

（Ａ）四国の最東端に位置する岬名（漢字3字）は?
 〇〇〇岬（徳島県）

（Ｂ）四国の最西端に位置する岬名（漢字２字）は?
 〇〇岬（愛媛県）

をお答えください、なお、最南端は足摺岬（高知県）です。

この会報には共同募金の助成金が使われております。

応募方法
【送り先】 〒760-0017　高松市番町1-10-35 

香川県社会福祉総合センター 
公益財団法人香川県身体障害者団体連合会

【締切日】令和６年２月29日（当日消印有効）

はがきに①クイズの答え（Ａ）・（Ｂ）②住所③氏名
④年齢⑤記事の中で興味のあったこと等を書い
て応募ください。正解者の中から若干名の方にク
オカードをお送りします。

前回第86号（令和5年9月1日付け）の答え

前回のクイズ当選者等   正解者の中から若干名の方にQUOカードをお送りしました。

Ａ） 内部障害者への理解
と協力を視覚的に表し
たマーク

Ｂ） 人工肛門、人工膀胱を
造設している方（オスト
メイト）のための設備の
存在を表したマーク

（１） （３）

　

Ｊ
Ｒ
特
急
料
金
な
ど
が
割
引
に
な
る
ジ

パ
ン
グ
倶
楽
部（
特
別
会
員
）の
あ
っ
せ
ん

を
し
て
い
ま
す
。

　

新
緑
や
紅
葉
の
季
節
に
、ご
家
族
や
お

友
達
と
一
緒
に
列
車
で
出
か
け
て
み
ま
せ

ん
か
。本
連
合
会
で
は
、皆
様
の
入
会
を

お
待
ち
し
て
い
ま

す
。入
会
ご
希
望
の

方
は
、ご
連
絡
下
さ
い

（
０
８
７
―
８
６
２

―
３
５
４
０
）。

Ｊ
Ｒ
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部

　
　
（
特
別
会
員
）の

 

あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て

加入資格 身体障害者手帳所持者で、男性60歳以上、
女性55歳以上の方

入
会
方
法

新規 入会申込書、身体障害者手帳の写し、
年会費1,400円（振込可）

更新 更新申込書、年会費1,400円（振込可）

特　　典

片道、往復又は連続で201km以上の乗車の場合
に、特急券等を２～３割引で購入する事が出来
ます。会員誌の送付はありません。
≪５月の連休・盆・年末年始の時期を除く。新
幹線「のぞみ・みずほ」特急券、トクトクきっ
ぷ等を除く。≫


